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平
成
叩
年
第

3
固
定
例
会
が
、

9
月

8
日
か
ら
叩
月

2
固
ま
で
の

小

田
掴
・
田
圃

割

・

・

初
日
聞
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ぃ仏

閣
暢
幽
渥
.
.
 
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
、
補
正
予
算
お
よ
び
平
成

9
年

-
V

E理
署

圃

・

度
決
算
な
ど
お
件
の
市
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お

a-，
.
圃
・
・
可

り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

÷

.一
一
H
M

・E.
さ
ら
に
、
意
見
密

7
件
、
決
議

6
件
、
請
願

1
件
を
審
議
し
た
ほ

u

k

'

か
、
各
会
源
の
代
表
質
問
が

7
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

代

以

f

一

?

な
お
、
平
成

9
年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
で
橋
成
す

付

ー

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
宣
し
ま
し
た
。
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円

国
決
し
た
主
な
議
案
。

地
域
経
済
活
性
化
な
ど
に

総
額
百
八
億
五
千
六
百
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決

予

算

*
一
般
会
計
矯
正
予
算

国
の
総
合
経
済
対
策
に
呼
応
し
、
道
路
、
公
図
、
排

水
等
の
生
活
関
連
絡
設
盛
儀
穏
や
、
街
路
、
土
地
区
画

整
理
事
業
な
と
の
都
市
塁
盤
受
翁
妥
・
教
育
資
協
や
住

宅
環
境
の
餐
俗
資
な
ど
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
資
金
滋
賀
枠
の
鉱
大
を
図
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、

追
加
特
別
減
税
に
伴
う
市
視
の
減
額
と
、
こ
の
補
て
ん

箔
芭
と
し
て
の
減
税
総
て
ん
債
を
追
加
す
る
な
ど
、
合

わ
せ
て
八
十
五
億
思
千
九
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ

の
財
源
と
し
て
は
、
市
債
六
十
九
億
七
千
三
百
万
円
、

国
刷
支
出
金
二
十
五
億
三
千
七
百
万
円
、
地
方
交
付
税

五
億
三
千
四
百
万
円
な
ど
で
す
が
、
市
総
に
つ
い
て
は
、

三
十
億
四
千
八
百
万
円
減
額
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一

般
会
計
の
予
銀
総
額
は
、
=
一千
四
百
十
億
一
千
八
百
万

円
に
な
り
ま
す。

*
特
別
会
計
繍
正
予
算

(〈
-
書
室
計
を
含
む
)

千
葉
市
下
水
道
事
業
会
計
な
と
4
閣室
長
会
計
に
、
合

わ
せ
て
二
十
三
億
七
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
特
別
会
計
の
予
算
総
領
は
、
二
千
六
百
八
十
六
億

四
千
九
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

環
境
影
響
評
価
条
例
を
制
定

《
工
事
請
負
契
約
》

《
条

例

*
千
一潟
市
羽
浜
駅面岬打
開計筒
条
例
の
刷制定

千
京
市
問
問
柑
塁
本
条
例
の
理
念
に
従
い
、
官
ψ

柑
剛
容
が

行
う
事
前
記
局
、
四
国
段
膨
留
一
設
備
お
よ
び
事
後
調
査
な

ど
の
手
続
そ
の
他
所
婆
の
事
演
を
定
め
、
市
塙
在
お
よ
.
ひ

将
然
の
市
民
の
ω世
間
蹴
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
資
す

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
剖
判
定
し
ま
す
・

本
千
葉
市
農
業
集
落
帥
肺
水
処
理
絡
訟
条
例
の

一
節
改
正

新
た
に
野
呂
田
展
望
一
R

集
活
排
水
処
理
路
訟
を
設
置
す
る

た
め
、
条
例
の
-
M
酬
を
滋
正
し
ま
す
。

*
若
葉
区
中
国
町
、
更
科
町
地
内
の
筋
肉
陸
最
終
処
分

湯
滋
備
工
棚
引
を
五
十
四
億
六
平
方
向
.
地
怨
改
良
工
事

を
十
五
億
九
平
六
百
万
円
、
間
以
出
水
処
理
絡
級
新
級
工

m
唱
を
二
十
四
億
五
千
七
百
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
.

*
平
一
潟
市
中
央
卸
売
布
団
楠
同
岡
県
郡
貫
一
伺
保
管
綴
込
所
新

築
工
事
を
四
億
五
千
三
百
万
円
で
行
い
ま
す
.

*
千
葉
市
立
大
森
小
学
校
屋
内
運
動
同
制
改
築
工
事
を
三

億
二
千
七
百
万
円
で
行
い
ま
す
e

*
干
一
京
市
営
住
宅
窪
久
世
盟
国
町
第
1
団
地
建
H

園
事
業
A

綴・
B
線
建
築
主
体
工
事
を
五
億
九
百
万
円
で
行
い
ま
す
。
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• 委員会審査

ちば市議会だより平成10年(1998年)11月

常
任
委
員
会

9
月
同
日
に
聞
か
れ
、
議
案
げ
件
、
誇

限
1
件
、
陳
情
1
件
を
審
澄
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
行
議
案
を
可
決
・
象
認
し

た
ほ
か
、
請
願
・
陳
情
は
、
継
続
審
震
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の

9
月
2
自
に
環
縫
建

設
委
員
会
が
閃
か
れ
、
有
窓
語
大
気
汚
染
物

質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
諮
査
の
経
由
市
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
務
室
の
結
↑果
な
ど
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
1
件、

開副
編

1
件
付
を
笛
澄
し
、
国
の
総
合
経
済
対
策
に

呼
応
す
る
地
方
自
治
体
の
経
済
対
策
が
、
市

債
で
行
わ
れ
る
こ
と
へ
の
見
解
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
か
あ
り
ま
し
た
。

保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
術
正
予
鋳
や
老
人
保
健
医
療

事
業
特
別
会
計
総
正
予
算
な
と
一
議
案
4
件

を
務
査
し
、
私
立
保
育
園
助
成
事
業
費
お

よ
び
市
立
保
育
所
管
理
認
に
関
し
‘
国
庫

補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
髭
備
を
れ
る
調
乳

設
備
な
ど
の
笠
備
方
法
、
総
設
函
で
乳
児

保
育
が
で
き
な
い
保
育
所
を
解
消
す
る
見
返

し
な
と
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

環
出
掛
建
蛍
委
員
会

千
葉
市
環
頃
影
響
評
価
条
例
の
制
定
や

新
内
陸
最
終
処
分
傷
髭
備
工
事
な
ど
議
案

8
件
を
審
査
し
、
新
内
陸
最
終
処
分
間
嶋
に

か
か
る
工
事
請
負
契
約
に
関
し
、
最
終
処

分
湯
の
規
制
限
と
建
設
費
に
お
け
る
他
都
市
と

せは たの
て 、 ま 。比

笛 修 た 駁
査正 、 な
し 案 i震 と
まカ;lJi 1こ
1-提影つ
Iミ出響 い
さ 評 て
れ 価 質
、条 疑

条例が
~J にあ
案つり
といま
iJ:lcてし

総務委員会議資風祭

経
済
叙
喬
一安
里
民
会

一
段
会
計
繍
正
予
算
や
中
央
卸
売
市同
時

一品目
黒
部
員
一
何
保
管
織
込
所
新
築
工
事
な
ど

誌
案
4
件
け
を
お
蜜
し
、
金
敵
対
策
事
業
費

に
隠
し
、
滋
資
の
申
し
込
み
が
さ
ら
に
沼

え
た
渇
合
に
お
け
る
時
間
資
枠
を
鉱
大
す
る
考

え
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り

志
し
た
。

都
市
消
防
委
員
会

都
市
計
画
土
地
区
画
笠
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
銭
な
と
議
案
4
件
、
陳
情
1
件

を
審
査
し
、
東
幕
張
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
費
に
関
し
、
今
回
の
補
正
予
算
執
行

に
よ
る
事
一業
の
進
惨
状
況
と
完
成
完
通
し
ゃ

幕
張
か
ら
花
見
川
区
役
所
に
通
じ
る
道
路

お
よ
び
繊
の
建
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
質

疑
か
あ
り
ま
し
た
.

五~
~竜

新内陸選終処分lU!t1fii1l予定地

9
月
7
自
に
閃
か
れ
、

国
へ
の
「
大
都

市
財
政
の
実
態
に
即
応
す
る
財
源
の
狐
充

に
つ
い
て
の
要
望
』
と
、
地
方
分
権
維
進

計
画
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

8
月
間
日
に
関
か
れ
、
第
6
次
5
か
年

計
画
の
申
に
位
鐙
づ
け
ら
れ
て
い
る
少
子
・

一百一向
齢
化
・
生
渡
学
習
社
会
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

委

員

長
H
布
施
賃
設

副

委

お

長
H
一8
-T木
恵
忠

第
一
分
科
会
主
査
H
斉
藤

準

同
副
主
査
H
川

岸

俊

洋

第
二
分
科
会
主
査
H
一

秋

田

章

周
到
主
登
H
田
平

康
子

宣言刃張土地区画if!'.l返事支対象i色民主

平
成
9
年
度
一
級
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
決
努
議
案
を
奮
還
す
る
た
め
、
9
月
け

自
に
、
金
。該
員
で
惜
別
成
す
る
決
算
審
査
特

別
委
員
会

(
2分
科
会
)
を
設
笛
し
、
計

8
B問
に
わ
た
リ
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
議
案
や
総
活
質
問
が
8
名

の
議
員
に
よ
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。

ω月
1
自
の
決
算
欝
査
特
別
委
員
会
で

は‘

2
分
科
会
の
活
登
側
面
買
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
、
総
決
の
結
果
、
各
会
計
決

努
を
認
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
9
項
巴
の
指
摘
要
望
事
項

は
、
決
算
務
室
特
別
委
員
会
.
か
市
長
に
婆

盟
し
た
も
の
で
す
.

J5b 
指
摘
要
望
事
項

財
政
迩
鐙
に
つ
い
て
は
、
健
全
財
政
の

堅
符
に
問
国
惑
す
る
と
と
も
に、

市
民
要

望
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
生
活
の
充

実
に
資
す
る
胞
阜
県
の
推
進
に
向
け
、
効

率
的
で
話
実
一な
運
営
に
努
力
す
る
こ
と
。

種
々
の
相
談
業
務
に
お
い
て
は
、
市
民

要
望
の
利
便
性
に
配
慮
し
‘
体
制
の
充

実
・
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
賞

者
相
談
に
つ
い
て
は
、
官
同
鈴
者
な
と
社

会
的
弱
者
の
彼
蓄
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
の
意
議
一蛍
発
に
も
意
を
用
い
る
こ
と
。

赤
|
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
翁
楽
に
つ
い
て

は
、
積
徳
的
な
事
業
の
P
R
と
利
用
者

一
一ー
ズ
の
{
尖
悠
把
提
に
努
め
る
と
と
も

に、

関
係
機
関
相
互
の
迎
奴
を
密
に
し
、

よ
り
効
果
的
・
品
川
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
入
館
者

数
が
年
q
減
少
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
隆
一と
達同開
し
、
ポ
ー
ト
パ

l
ク
を
含

め
た
一
体
的
広
監
簡
を
図
る
な
ど
、
そ

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の

祭
神官泡
に
努
め
る
こ
と
。

ぜ一銀
行
の
貧
し
渋
り
な
ど
に
見
ら
れ
る
現
下

の
厳
し
い
経
済
情
努
に
か
ん
が
み
、
中

小
企
業
の
立
岡
崎
に
立
っ
た
金
融
対
策
の

一

一
胞
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
支
問
販
路
策
の

充
実
に
よ
り
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に

向
け
努
力
す
る
こ
と
。

十環
償
保
全
型
農
業
の
縫
進
に
当
た
っ
て

は
、
消
貨
者
の
需
要
を
的
確
に
と
ら
え
、

有
機
農
産
物
な
ど
の
生
還
体
制
の
髭
備
を

図
る
な
ど
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
の

供
給
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
‘
m

版
業
経
営
仮
間
関
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
安
定
化
や
自
立
に
向
け
た
各
種
施
策

を
お
徳
的
に
行
う
と
と
も
に
、
山
富
誠
一後

継
者
の
育
成
・

即時保
に
も一

路
努
め
る
こ

と
。

公
図
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
商
忠
良
や
地

織
特
性
を
生
庁
し
た
笠
備
に
努
め
る
と
と

も
に
、
詮
も
が
快
還
に
利
用
で
き
る
よ
う

樹
木
の
せ
ん
定
や
翠
刈
り
な
ど
を
適
切
に

行
う
な
ど
、
維
持
管
理
の
充
実
に
も
慈

を
用
い
る
こ
と
。

土
木
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
歩
道
や
交

通
安
全
総
設
の
受
備
な
ど
、
市
民
要
望

へ
の
よ
り
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
職

員
の
刷
出
員
志望
高
め
た
納
行
体
制
の
強
化
に

努
め
る
こ
と
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
の
整
備
済
区
岡
崎
に
お
け
る
禾
水
洗
化
役

窃
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
幹
線

箆
倫
お
よ
.立
血
整
備
を
一
磨
推
進
す
る
こ

と
に
よ
リ
全
市
的
な
晋
及
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

総
訴

|

|主
怠
琵
問
項
目

O
-鯨
我
陥
伊
海
部
開
発
に
つ
い
て

O
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て

。
保
育
行
政
に
つ
い
て

。
際
害
者
の
方
々
の
福
鎚
と
設
備
の

改
善
に
つ
い
て

O
食
の
安
全
に
つ
い
て

O
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

O
公
営
住
宅
に
つ
い
て

。
狭
俗
道
路
に
つ
い
て

千葉市今施設

轟4島~

若葉文化ホール(若葉区干減台西)

懲
ω月
2
目
、
議
長
不
信
任
案
の
提
案
説

悶
蓄
が
諮
問
崎
の
秩
序
を
乱
し
た
と
し
て
・
懲

罰
勤
裁
が
提
出
さ
れ
、
懲
鈎
特
別
委
員
会

が
設
遣
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
動
議
に
つ
い
て
は
、
閉
会

中
の
継
続
世
間
賓
と
な
り
ま
し
た
。

傍聴のご案内
平成 10~手第4回定例会lま12月 3 日 (木)に開会する

予定です.

本会議l;t、原則として公開していますので、となたで

も傍聴できます。

傍聴は、 本会議の当日、 E再会保H置で受付~fています。

会認日程は11月30日{月)に決まる予定です。

三す
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f
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一
セ一

-
L
F
一

五
芳一お

表
紙
に
筒
お
し
ま
し
与

蓄

は、

J
R
海
浜
務
張
訳
の
現

在
の
係
乎
と
、

昭
和
初
年
頃

の
思
京
海
岸
の
僚
子
で
す。

漏
手
狩
り
で
に
ぎ
わ
い
、
の

り
Z
H
田
辺
広
と
も
行
わ
れ
た
泉
穏
の
潟
は
、
四回初初

年
代
か
ら
哩
立
て
が
始
ま
り
ま
し
た
.
平
感
元
年

に
は
応
接
メ
ツ
セ
も
オ
ー
プ
ン
し
、
門市一
飯
新
都
心

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す。

海
浜
mm
張
問
は
、
昭
和
町
山年
3
月に一
泉
南地紋
の

午
薬
み
な
と
l
酋
給
協
悶
の
開
通
に
伴
い
開
設
さ
れ

ま
し
た
.
以
来
.
新
都
心
の
進
出
企
業
や
学
校
な

ど
へ
の
通
勤
通
学
の
翁
寄
り
釈
と
し
て
・
さ
ら
に

は
幕
張
メ
ッ
セ
や
干
莱
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
玄

関
口
と
し
て
.
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
.

川
市
張
海
岸
の
写
お
は
.
花
見
川
区
在
住
の
鈴
木

仁
太
郎
さ
ん
よ
リ
鍵
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
曲

多検
『
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
告
委
員
会

問
い
合
せ
先
読
会
事
務
局
調
査
課

倉
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